


・ブランド資産    ・ブランド価値      ・成 果 

   歴 史 文 化        

   生  活        愛 着 絆               魅力度 

   経済インフラ  ⇒   自己実現  ⇒   （再）購買魅力 

   食 文 化       ゆ と り         （再）訪問魅力 

   コミュニティ      感覚情緒        居住魅力 

   自  然  

 

 ・瀬戸内のビジョン（成功例） 

  1.瀬戸内が一度のみならず二度、三度と訪れてみたい場所として定着して

いる 

  2.国内外から人々が集まる 

  3.地域が潤う 

  4.輝かしい未来に向けて住民の間に誇りと希望が満ちている 

 

６．考 察：  

地域ブランドには、黒大豆や山の芋等の産品ブランドと、地域の資源を広範

囲に捉える地域ブランドがあり、地域の産品・サービスのブランド化と地域イ

メージのブランド化を結び付け、好循環を生み出し、地域外の資金・人材を呼

び込むという持続的な地域経済の活性化を図ることが、地域ブランド化である

ことを改めて認識した。 

篠山においては、先人が残した多くの農林産物、加工品、そして特定の観光

サービスなどの個別ブランドが多くあり、個別ブランドには「地域名＋商品」

としての産品地域ブランドが確立されている。さらに 2 件の日本遺産認定また

ユネスコ創造都市ネットワーク加盟に見られるように、物語（ストーリー）を

持った地域（プレイス）資源ブランドが高く評価されている。 

しかしながら、市内を統一した地域ブランド意識の熟成まで至っていない。

篠山が持つ地域ブランドが特定地域のみでなく、篠山全体のブランドとなるよ

う各地域の地域資源を見いだし、確立し構築していく必要がある。地域資源ブ

ランドの強化と底上げがなされることにより、「篠山らしさ」「地域らしさ」が

確立し、各地域が提供する価値の総体が１つの地域ブランドとして集約された

とき、先人が残してくれた丹波篠山の地域ブランドが大きく飛躍すると考える。 

産品ブランドと地域資源ブランドを結びつけた丹波篠山の地域ブランドの確

立により、地域への誇りと希望が生まれ、農業の振興や後継者の確保、交流人

口の増加、移住者の確保、地域の活力維持につながると考える。私達、会派青

藍会として、今後とも地域ブランド確立に積極的に取り組んでまいります。 



７．活動に要した費用：  

費 目 詳  細 金 額 備  考 

旅 費 費用弁償（講師） 64,780 新潟空港～伊丹空港 

＠30,800×2＝61,600円 

新潟南口～新潟空港 

 ＠ 410×2＝ 820円 

伊丹空港～蛍池 

＠ 200×2＝ 400円 

蛍池～宝塚 

＠ 220×2＝ 440円 

宝塚～篠山口 

＠ 760×2＝1,520円 

講師謝金 講師料 100,000  

手 数 料 振込手数料 756  

食 糧 費 講師食事代（昼食） 1,836 JA特産館 

そ の 他 講師土産代 3,240 ㈱アクト篠山 

計  170,612  

  

 






